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iPS細胞を

動物再生医療の真ん中に

まずは犬から。
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iPS細胞を

動物再生医療の真ん中に

まずは犬から。



ひとつでも多くの動物の命を救いたい。

そんな願いを叶えるため人間で
実用化が進む再生医療を動物にも。

そのために私達は
独自の動物 iPS細胞技術を活用し、

ドナーに頼らず、
質の高い再生医療を安定して届けることで

iPS細胞を動物再生医療の真ん中に。

まずは犬から、
再生医療用製品やバイオ製剤の開発を進めています。

動物に再生医療を届けるために大切なこと。

それは第一に安全性。

そして獣医さん、
パートナー動物を治療される方々の安心も大切に。

私達はこの技術を犬や猫、
大事なパートナー動物を愛情を持って育てるように育て、

人も動物も幸せに暮らせる社会の実現を目指します。







[image: ]独自のイヌiPS細胞を起源とした

再生医療製品の実用化へ

日本大学と慶應義塾大学の共同研究により、犬などの動物でもiPS細胞を樹立する技術を確立しました。


独自の初期化因子セットをウィルスを用いずに細胞に遺伝子導入し、長期にわたり多分化能を維持できる、臨床応用に適したイヌiPS細胞が完成しました。iPS細胞は様々な細胞に分化させることが可能であり、いろいろな再生医療等製品を作ることが出来ます。まずは犬から、VetanicはイヌiPS細胞からイヌ間葉系幹細胞（MSC）を分化誘導し、農林水産省から承認を得るべく開発を進めてまいります。

技術紹介


	
基盤技術

臨床応用に適した

イヌiPS細胞の作製に成功

これまでの技術課題を解決し、
「臨床グレード」と呼べるイヌiPS細胞を作製

詳細はこちら


	
コアプロダクト

イヌの間葉系幹細胞（MSC）の

分化誘導に成功

イヌiPS細胞からイヌ間葉系幹細胞（MSC）を誘導し、薬機法対応細胞治療製剤に。

詳細はこちら
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[image: ]iPS 細胞によりアクセシブルで

サステナブルな再生医療を実現します


動物再生医療を普及させるためには、この治療法が多くのご家族の方にとって使いやすい治療選択肢となり、さらにドナーに負担を掛けずに実施出来るべきと考えます。

iPS細胞は大量に培養することが可能なため、一度作製するとドナーに依存しない再生医療が可能となります。また、iPS細胞を用いることで、様々な再生医療等製品の開発が可能になります。
iPS細胞を用いることでアクセシブルでサステナブルな再生医療を実現したいと考えます。



会社概要はこちら







NEWS


	2024.04.05記事

当社の紹介記事が、日経バイオテク・オンライン版に2024年4月5日付に掲載されました。3月25日発刊の同誌特集本編に連動した、当社の事業内容を紹介した記事となります。



詳細は下記リンクよりオンライン記事をご参照ください。



日経バイオテク・オンライン 2024年4月5日　特集連動◎多様化と高度化が進む動物薬　「Vetanic、イヌ・ネコのiPS細胞作製技術で複数疾患に対する再生医療等製品を開発」



	2024.04.01お知らせ

当社技術ファウンダーである日本大学 生物資源科学部 獣医学科 獣医外科学研究室 枝村一弥教授が、同大学の付属動物病院（ANMEC）（神奈川県藤沢市）の病院長に就任いたしました。枝村教授は動物用再生医療の実用化・普及に幅広く貢献されており、日本獣医再生医療学会 副理事長、動物再生医療推進協議会 副理事長、日本再生医療学会 代議員・理事長補佐などの要職も務めています。



日本大学動物病院（ANMEC）ホームページ



	2024.03.25記事

動物用再生医療等製品を含めた、動物薬開発の最前線を網羅的に特集した記事が、日経バイオテク2024年3月25日号に掲載されました。既承認の脂肪由来間葉系幹細胞製品や院内調製による細胞治療についても触れられています。また当社事業についても、技術ファウンダーである日本大学生物資源科学部 枝村教授のコメントとともに紹介されています。



詳細は同誌をご参照ください。



日経バイオテク 2024年3月25日号　特集◎多様化と高度化が進む動物薬　「動物薬、高額の医療費も許容で高度なバイオ医薬品が充実」



	2024.03.01記事

当社代表の望月と当社技術ファウンダーである日本大学生物資源科学部 獣医学科 枝村教授の対談記事が、獣医臨床総合情報誌 mVm 2024年3月号（ファームプレス社）に掲載されました。



詳細は同誌をご参照ください。



mVm 2024年3月号　Special対談　iPS細胞を用いた獣医再生医療の実用化に向けて　枝村一弥、望月昭典
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iPS細胞と動物再生医療についてもっと知る
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